
が必要 

生きづらさを抱える

人を支援したい 

 

居場所を継続するためには 

・場所 

・財源   

・人材       

居場所づくりをしている

人にヒアリング 

アイデア 

アクション 

新たな居場所をつくる

のはどうか？ 

 

課 題 

反 応 

既存の居場所を活用し、

マッチングするのはどう

か？ 

まずは、すでに関わりのあ

る人を対象にしてはどう

か？ 

 

アイデア 

アクション 

課 題 

Ａさんの支援 

屋外系サロンに協力を依頼 

「障がい者との関わり方が

わからない」ため断られた 

受入側に参加者の特性の

理解が必要 

活動団体に協力を依頼す

る際には、受入側が不安

にならないように配慮が

必要 

反 応 

アクション 

課 題 

Ｂ団体の支援 

茶話会系サロンに協力を

依頼 

・受入れに好意的 

・支援者と地域福祉コー

ディネーターの付き添いで 

５人が参加 

・サロンが子どもの遊び場

になってしまった 

参加者誰もが心地よく過

ごすことができるルール

作りが必要 

参加者と居場所との関係

づくりを構築し、コーディ

ネーターがいなくても参

加できる体制が必要 課 題 

アイデア 

既存の居場所への参加

を継続するためには？ 

支援者の発掘が必要 
課 題 

アイデア 

支援する参加者（伴走者）を増や

したい 

居場所活動を把握 

することが必要 
課 題 

アイデア 

参加できる既存の居場所の

種類を拡大してはどうか？ 

居場所プロジェクト 

１ 背景・趣旨 

  

 

 

 

 

 

 

 

２ プロジェクトの概要・流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

反 応 

アクション 

課 題 

Ａさんの再支援 

地域食堂に協力を依頼 

・受入れに好意的 

・プロジェクトメンバー

の付き添いで月１のぺー

スで参加 

継続的に参加できる体制

の構築が必要 

反 応 

アクション 

Ｃさんの支援    

交流系サロンに協力を

依頼 

・団体の活性化にも繋がる 

・ぜひ、イベントへ出展して

ほしい 

・次回の作品作りも参加 

趣味を披露する場や活動

を知ってもらう場が少な

い 課 題 

① ひきこもり面接相談件数の増加 

春日井保健所実績（春日井市、小牧市） 

５ 

生きづらさを抱える人 

居場所を創出・ 
既存の居場所とのマッチング 

地域の居場所 

■ ひきこもりの人の数は年々増加している。 

■ ひきこもりの原因としては、疾病が最も多く、次いで不登校や職

場関係などの人間関係によるものが原因となっている。 

■ ひきこもりの人の社会とのつながりのきっかけとして、居場所の

創出や参加の機会の提供を検討する。 

 

取組みに協力いただける 

支援団体や企業を募り、リストを作成 

３ 今後の展開 
 

② ひきこもりの原因はさまざま  

ひきこもりになったきっかけ 

理由 割合 

疾病（精神） 28.2％ 

不登校 20.0％ 

職場関係 13.3％ 

（ひきこもり実態調査から） 
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③ 新たな居場所の創出や参加できる仕組みが必要 

受入側に参加者の特性の

理解が必要 

活動団体に協力を依頼す

る際には、受入側が不安

にならないように配慮が

必要 

課 題 

サロン活動などの取組みを実施している

主催者を対象に理解促進の講習会を開催

（チームメッセンジャーの活用を検討） 
アクション 

アクション 課 題 

居場所活動を把握するこ

とが必要 

課 題 

支援者の発掘が必要 

アクション 

講習会を通じ、理解を促進したうえで、支

援者が伴走しながら受入側の体制を強化 

総 括（取組みを通して） 

■ 支援対象者一人一人に合わせたアプローチの方法が必要であるため、その人に合ったアプローチ方法の判

断や対象者が継続的に居場所へ行きたい。と思ってもらえるような関わり方が難しい。 

■ 参加を支援する団体が不安にならないように、対象者の状況や人柄を伝えることに特に配慮が必要であ

る。 

■ 居場所に行くことを定着させるためには、対象者の意欲を継続させる必要があるため、伴走的な支援は欠

かせない。 

■ 対象者のニーズは様々であり、各々のニーズに合った居場所を発掘することで、より多くの方の社会参加

のきっかけとなる。 

 

４ ３ ２ １ 

資料２―１ 

 


